
海岸近くの低山地の林縁等に生えるつる草。茎の主軸には6-8枚、枝には4枚の葉が輪生する。葉はやや

厚くて小さく、1-3cmの葉柄があり、葉身は卵状長楕円形または卵形、先は急に狭まって短くとがる。葉柄

や葉身の裏面脈上、葉縁などに下向きの刺がある。9-10月、葉腋に集散花序を出し多数の花をまばらにつ

ける。花冠は黄緑色で径3mm。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Rubia  cordifolia  L. var. lancifolia  Regel

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

洲本市、南あわじ市

■ 国内分布

本州（近畿以西）、九州北部

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

アカネ科

兵庫県ランク…クルマバアカネ
環境省ランク… －


